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●優先順位１位：既存跨線橋自由通路化(案) 

・整備概要：既存の跨線橋を活用して自由通路として整備。東口側に平屋の駅舎（東口改札口）

を整備するとともに、3番線ホーム上にも新たに西口改札口を整備。 

→改札口が２階になる当初計画の半橋上化よりも高い移動利便性が確保される 

・概算整備費：9.9～10.5 億円（市の負担額：国庫補助を最大限活用できた場合 4.1～4.3 億円） 

→当初計画の半橋上化 16.1 億円から大幅に削減 

 

         但し・・・ 

 

既存跨線橋は整備後、既に 40 年以上が経過していることから、今後、詳細な現地調査と評価

を実施し、施設の健全度の確認を行う必要があります。 

 

もしも、既存跨線橋の健全度が不足していた場合・・・ 

 

●優先順位２位：単独自由通路整備(案)  

・整備概要：新しい自由通路を整備。自由通路と一体で東口側１階に駅舎（東口改札口）を整備

するとともに、西口にも改札口を整備。 

→改札口が２階になる当初計画の半橋上化よりも高い移動利便性が確保される 

・概算整備費：17.1～18.0 億円（市の負担額：国庫補助を最大限活用できた場合 5.9～6.4 億円） 

 

【今後のスケジュール】 

・既存跨線橋の健全度の確認の他、具体的な整備内容に関する JR 東日本との協議や、国庫補助

金の活用に関する国土交通省との協議を進め、今年度中を目途に最終案を確定する予定です。 

・全てが予定通り進めば、概略・詳細設計を経て令和 9年度着手～令和 10 年度完成を目指しま

す。 

 

※注意事項 

本検討結果は、見附市が独自に検討したものであり、現段階では国庫補助の採択の確約や、JR

東日本の事前の了解を得たものではありませんので、ご承知おきください。 

 

見附駅東西自由通路・新駅舎整備の再検討結果について 
～当初計画の見直し～ 

①  

・見附駅周辺整備事業は平成 30 年 9 月に策定した見附駅周辺整備基本計画に基づいて整備を進

めており、この内、「自由通路及び新駅舎の整備」については、駅利用者等の利便性や事業規

模の適正性などの観点から、昨年度より再検討を進めてきました。 

・昨年 11 月に進捗状況を報告しましたが、このたび概算整備費を算出したことも含め再検討し

た結果、当初計画（半橋上化）について下記の通り見直します。 

都市環境課 地域交通係 ☎0258-62-1700（内線 161） 問 


